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ゴールデンウィークも終わり、いよいよ本格的な園生活に入ります。入園・進級から 

しばらくは、基本的な生活習慣の確認をしながらの毎日をすごしてきましたが、これから

は、ようやく１歩進んだ活動にも挑戦していきます。少しずつですが、確実に成長してき

ている子ども達…。ここからの成長も、ますます楽しみです☆ 
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             緊張とわくわくの春から、１ヶ月が経ちました。 

           ここ最近は、５月の爽やかな風に加え、時折汗ばむよう 

な暑さや、びっくりするような雨や風の日もあり、季節の移り変わ 

る様子を感じながら、子ども達の気持ちの変化も、また、感じており

ます。 幼稚園に来ることだけで精一杯で、先生の話が耳に入ってい

るのかいないのか…（笑）、とにかく、自分の気持ちに任せ自由にす

ごしていた子ども達が、先生の話に耳を傾け、話を理解しながら行動

できるようになってきました。子ども達一人ひとりが、ほんのわずか

でも、先生の話を聞いてくれる姿勢を持てるようになると、不思議な 

もので、クラス全体が、急に落ち着いてきたような感じになります。それま

では、「うちのクラスが落ち着くのはいつだろう？」と心配していた先生が、「今日は、み

んなが席に座ってお話を聞くことができました！」と、少し安心した気持ちになれるのも、

この時期ならではの様子だと思います。幼稚園で頑張っている分、家に帰る    

とわがままが出たり、甘えが出たりすることもあるかもしれません 

が、そんな姿こそが春先の子どもの姿です…。大きな心で受け止め、 

応援してあげてください！ 



 

☆ お知らせ ☆ 

新学期が始まってから、溶連菌感染症にかかった子が数名おります。 

溶連菌感染症 …高熱があり、のどが真っ赤に腫れる。 

その後、手足の指先や全身・口の中に発疹が出る。 

※ 登園する際には、医師による登園許可証が必要になります。 

     

  気になる症状があった場合は、早めに医師による診察を受けるようにしましょう！ 

 

 

                ☆ バスのお約束 ☆ 

先日、ホールに全員集合し、『バスのお約束』確認する機会をもちました。 

ステージ上を“バス”に見立て、先生達が「よい子の例」「間違ってしまった子の例」を 

おもしろおかしく演じ、みんなでお約束の確認をしていきました。 

先生達が、オーバーに間違った例を演じると（笑）、子ども達からは「違う！」「違う！」とい

う大きな声…。バスコースを利用していない子も、路線バスに乗った際・遠足のバスに乗る 

際に覚えておきたいお約束を、確認することができました✿ 

 

 

☆ 体育ローテーション ☆ 

園舎建て替え工事が始まるまでは、昨年までと同じ運動場での体育ローテーション、 

工事が始まってからは、ホールを使って、学年毎の体育ローテーションを行う予定で 

おります。清水の子ども達には欠かせない『体力作り』は、今年もみんなで頑張って 

いきたいと思います。 

 

☆ 「今年の母の日には、何をプレゼントしよう？」毎年のように悩む母へのプレゼント。 

今年は、丁度、壊れていた『室内干し用の洗濯スタンド』をプレゼントしました。 

「いつもありがとう」と言葉を添えれば、最高のプレゼントになるとはわかっていても、 

なかなか、面と向かって感謝の気持ちを伝えることは照れくさいものですよね。 

保育参観の日の朝、おたよりちょうにシールを貼る際に、「今日はお母さんが来る日だ

から、お母さんの好きなイチゴのシールにしようっと！」と、お母さんのことを思いな

がらシールを選ぶ女の子を見かけました。親子というものは、いつでも思い合っている

ものなのだな～と思い、「ありがとう」の言葉は言わないけれど、私も、母を思う気持

ちはこの女の子と同じだな～と思いました。お母さん…いつまでも元気でいて欲しいで

す(^o^)！  次号は、６月１５日（水）発行です。お楽しみに☆   冨田 


